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大
鏡
に
お
け
る
花
山
院
紀
の
位
相

勝
　
倉
　
壽
　
一

一
　
問
題
の
所
在

　
帝
紀
は
歴
代
の
天
皇
の
誕
生
か
ら
崩
舞
に
至
る
記
録
で
あ
鯵
、
『
大
鏡
』
に
記
載

さ
れ
た
十
瞬
代
の
帝
紀
も
そ
の
様
式
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
薇
出
醜
む
帝
紀
（
嶽
下
「
売
出
続
続
」
）
は
そ
の
記
載
内
容
と
購
成
に
お
い
て

絶
の
帝
紀
と
著
し
く
板
違
す
る
。
顯
ち
、
「
花
山
錠
紀
」
に
は
そ
の
退
位
に
麗
わ
る

右
大
臣
藤
療
兼
家
、
そ
の
子
息
蔵
人
左
少
弁
道
兼
ら
の
陰
謀
の
み
が
詳
纏
に
語
ら
れ
、

帝
紀
の
棒
裁
を
な
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
治
轡
や
人
鞠
像
を
鋳
佛
さ
ぜ

る
逸
議
を
翻
す
る
こ
と
な
く
、
邊
盤
の
事
溝
の
み
が
語
ら
れ
る
異
常
さ
は
建
議
さ
れ

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
い
ま
試
み
に
騒
庫
古
典
文
学
大
系
鴨
大
鏡
熱
（
東
榎
本
）
に
擁
静
帝
紀
の
量
的
な

鐘
較
（
記
載
鴛
数
）
を
見
れ
ぱ
、
十
毯
代
の
帝
紀
の
う
ち
、
三
条
醗
（
鱈
を
二
鴛
）
、

花
山
貌
（
三
十
八
行
）
、
隆
成
院
（
二
十
七
鴛
）
、
樗
上
帝
（
十
九
鴛
）
、
後
…
条
駝

（
十
八
行
）
、
宇
多
帝
（
十
六
行
）
の
顯
に
上
位
を
霞
め
る
。
左
大
難
道
長
の
圧
遺
を

受
け
て
退
盤
し
些
、
一
条
銑
、
兼
家
・
遵
兼
ら
の
陰
謀
に
よ
む
帝
盤
を
奪
わ
れ
た
花
山

続
、
麗
唐
太
政
大
臣
墓
経
に
よ
鯵
廃
帝
と
さ
れ
た
鵬
成
駝
の
帝
紀
が
記
載
字
数
で
上

位
を
霞
め
る
こ
と
に
は
、
皇
撞
纒
承
問
題
に
麗
わ
る
『
大
鏡
』
偉
者
の
瞬
確
な
歴
史

認
識
が
穿
在
し
た
こ
と
を
推
灘
さ
せ
る
。
中
で
も
「
花
霞
駝
紀
」
が
帝
紀
中
第
二
毬

の
記
載
字
数
を
有
し
、
そ
の
総
字
数
の
八
十
六
賑
を
退
位
記
事
に
当
て
て
い
る
こ
と

嫁
異
常
と
害
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
・

　
紳
編
出
帝
は
實
淵
秘
二
尊
（
九
八
六
）
⊥
ハ
月
二
十
二
曇
の
夜
峯
・
、
秘
か
に
富
里
甲
を
梼
∞
へ
け

鐵
て
葎
山
寺
に
陶
か
い
、
出
家
し
た
。
そ
の
衝
撃
的
な
事
件
は
諸
史
書
・
議
謡
類
に

記
載
さ
れ
、
畿
家
に
至
る
花
由
帝
の
心
清
と
漢
意
、
突
然
の
鐡
来
事
に
麗
章
狼
狽
す

る
透
臣
ら
の
動
晦
は
『
栄
薤
露
語
幅
拳
第
｝
二
，
菟
出
た
づ
譲
る
中
納
簿
」
に
詳
逮
さ

れ
て
い
る
。
『
大
鏡
』
も
花
山
院
の
帝
紀
に
お
い
て
、
そ
の
夜
の
花
山
帝
の
心
構
∵

行
動
と
、
道
兼
の
心
の
動
き
や
綱
曙
的
な
蒼
動
、
欝
諜
者
兼
家
の
差
醗
、
陰
隆
饒
安

借
晴
瞬
、
源
氏
銭
者
の
動
き
な
ど
が
活
写
さ
れ
、
〈
花
由
院
下
ろ
し
〉
と
い
う
謀
酪

の
史
実
が
鱗
烈
な
漆
象
を
も
っ
て
浮
彫
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
花
霞
駝
紀
」
の
退
鍾
記
事
に
は
、
暮
露
駝
の
鐙
家
の
事
構
と

八
花
山
駝
下
ろ
し
V
が
行
わ
れ
た
政
治
的
背
景
の
記
載
が
な
く
、
『
栄
花
麹
語
臨
に

記
さ
れ
た
懸
厳
久
・
道
兼
に
よ
る
鐡
家
の
誘
い
、
渋
び
講
史
書
類
に
記
さ
醜
た
繕
厳

久
の
髄
行
の
記
蟻
も
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
錘
の
談
議
類
と
異
な
静
、
「
花
出
陳
紀
」

に
陰
隆
瞬
安
賠
購
瞬
の
鰐
癒
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
淺
蓑
に
魅
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
十
霞
代
の
天
皇
の
う
ち
、
な
ぜ
花
山
錠
の
帝
紀
の
み
が
邊
猿
の

経
緯
を
詳
逮
す
る
と
い
う
記
載
海
容
と
構
成
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
瞬
様

の
疑
瞬
は
、
『
大
鏡
』
の
作
者
が
道
長
に
よ
る
執
撚
な
責
め
下
ろ
し
の
事
実
が
鱗
虫

な
三
条
続
の
退
盤
鶏
題
に
一
窮
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
礎
起
さ
れ
る
。

　
『
大
鏡
臨
が
三
条
銑
の
帝
紀
に
三
条
市
の
退
盤
鷺
題
を
記
載
し
な
い
事
実
は
、
第

二
拳
「
麟
勇
伍
し
に
三
条
羨
の
第
一
皇
子
敦
瞬
の
東
宮
辞
退
事
件
を
詳
述
し
た
こ
と

（…
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と
極
め
て
麟
照
麟
な
記
事
構
成
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
敦
瞬
東
宮
辞
退
事
替
に
つ
い

て
、
鴨
大
鏡
』
の
作
者
は
道
長
の
麗
与
を
青
侍
の
書
葉
に
託
し
て
「
か
く
せ
め
お
ろ

し
給
て
は
、
又
舞
む
こ
に
と
り
た
て
ま
つ
ら
せ
給
」
と
記
し
、
道
長
に
よ
る
責
め
下

ろ
し
の
事
実
を
瞬
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
懸
ア
伝
」
に
お
け
る
敦
瞬
東
密
辞
退

の
顛
末
に
は
、
「
せ
め
お
ろ
し
」
と
い
う
誘
惑
・
語
義
に
穏
当
す
る
よ
う
な
強
鱗
．

強
圧
の
記
載
は
晃
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
嬉
し
て
、
『
小
右
記
』
に
詳
述
さ
れ
た
三
条

市
に
麟
す
る
遵
長
の
圧
力
は
「
ぜ
め
お
ろ
し
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
醤
っ
て
よ
い
．

　
こ
の
こ
と
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
羅
ち
、
皇
位
継
承
史
に
騰
わ
る
『
大
鏡
』
作

者
の
認
識
に
お
い
て
三
条
市
の
退
猿
に
関
わ
る
事
椿
は
記
載
の
必
要
性
が
存
窪
せ
ず
、

琵
出
銑
と
東
宮
敦
瞬
の
退
位
開
題
は
第
一
義
的
に
記
載
の
必
要
を
講
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
花
山
醗
の
退
位
・
鐵
家
事
件
に
は
、
兼
家
を
首
諜
者
に
、
子
息
遵
兼
・
道
隆
．
道

麟
ら
、
及
び
鱈
厳
久
も
密
謀
に
閣
与
し
て
い
た
。
当
然
、
こ
の
陰
謀
に
は
複
雑
な
政

治
的
背
景
と
、
周
到
な
準
簿
と
連
携
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
鴨
大
鏡
瞼

の
作
者
は
な
ぜ
か
花
山
駝
の
鐡
家
の
事
構
、
政
治
麟
背
景
、
謀
蕗
の
全
体
的
な
構
爵

に
簗
及
せ
ず
、
遵
兼
一
人
の
策
謀
で
あ
る
か
の
ご
と
く
携
く
と
と
も
に
、
農
名
な

陰
購
騒
安
絡
購
瞬
を
登
場
さ
せ
て
熱
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
諸
講
話
顛
に
頻
思
す
る
花
由
続
騰
係
の
講
話
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
奇

矯
な
性
賂
と
言
動
、
仏
道
修
行
、
好
色
、
風
流
、
獲
気
な
ど
の
多
彩
な
議
謡
は
帝
紀

に
一
窮
触
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
一
部
が
「
律
雰
伝
」
「
遵
経
伝
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

作
者
は
い
か
な
る
意
緩
の
も
と
に
花
山
醗
議
議
の
醗
麗
を
蕎
い
、
説
話
の
鍛
接
に
ど

の
よ
う
な
意
味
を
込
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
二
　
花
山
院
退
位
の
政
治
的
背
景

　
花
山
帝
（
冷
寒
醗
第
一
皇
子
晦
貞
）
は
藤
原
撰
舞
の
女
懐
子
の
瞬
生
で
、
安
秘
元

年
（
九
六
八
）
十
月
に
誕
生
し
た
。
藤
原
氏
髭
家
内
部
の
権
力
争
い
は
、
安
秘
の
変

を
契
機
に
小
聾
宮
家
実
頼
と
九
条
家
懸
輔
の
対
立
か
ら
、
実
頼
方
の
麟
罪
・
學
ア
と
、

麟
輔
方
の
兼
家
の
鰐
立
に
継
承
さ
れ
た
。
僅
勇
の
弟
兼
家
も
冷
泉
後
宮
に
女
超
子
を

纏
れ
て
権
力
掌
握
の
機
会
を
窺
っ
て
お
り
、
欝
弄
は
懸
良
種
王
（
花
蜜
）
の
立
太
子

を
は
か
鯵
、
将
来
に
有
釈
な
地
歩
を
築
い
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
安
秘
二
尊
八
月
、

冷
泉
帝
の
退
鮭
に
よ
む
摂
政
太
政
大
疑
実
頼
の
補
盤
の
も
と
に
東
宮
守
平
（
胃
甦
）

が
践
轟
、
羅
騒
舗
貞
（
花
患
）
が
二
歳
で
立
太
子
し
た
。
撰
舞
は
こ
れ
に
よ
り
権
力

掌
握
の
遵
を
饑
き
、
翌
安
墾
二
尊
五
月
、
叔
父
実
頼
の
葵
去
を
う
け
て
摂
政
太
政
大

臣
に
昇
っ
た
が
、
天
禄
三
尊
（
九
七
二
）
十
二
月
、
醒
十
九
歳
で
死
没
し
た
。

　
撰
雰
亡
き
後
の
隅
甦
朝
で
実
権
を
握
っ
た
の
は
揮
雰
の
弟
兼
遍
と
実
頼
の
子
慧
頼

忠
で
あ
む
、
こ
れ
と
蝿
立
す
る
兼
家
は
雌
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
兼
遜
が
弟
兼
家

を
は
じ
め
上
露
八
人
を
超
え
て
関
白
に
就
い
た
事
精
、
及
び
鍵
兄
の
左
大
窪
頼
患
に

麗
資
を
譲
り
、
兼
家
を
右
大
将
か
ら
治
離
郷
に
遷
し
た
い
わ
ゆ
る
〈
最
後
の
除
目
〉

に
つ
い
て
は
「
兼
逓
伝
」
に
詳
し
い
。

　
関
白
太
政
大
難
兼
遍
は
嚢
元
二
隼
（
九
七
七
）
十
一
月
に
薨
去
し
た
が
、
兼
家
は

麗
浅
太
政
大
臣
頼
患
政
権
の
も
と
で
天
元
元
年
（
九
七
八
）
十
月
に
右
大
器
に
昇
り
、

溝
融
後
窯
に
入
内
し
た
兼
家
の
女
詮
子
が
手
一
月
に
女
郷
と
な
り
、
天
元
三
尊
（
九

八
○
）
六
月
に
懐
仁
綬
王
（
一
条
）
が
生
ま
れ
る
。
兼
家
は
女
詮
子
の
立
后
を
望
ん

だ
が
、
霜
融
帝
は
後
見
で
あ
る
頼
忠
の
女
遊
子
の
立
后
を
進
め
る
。
天
元
五
年
三
月

の
遵
子
立
后
時
に
お
け
る
藤
原
公
任
（
頼
患
子
息
）
の
失
言
に
よ
る
兼
家
．
詮
子
と

の
確
執
講
話
が
「
頼
忠
伝
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
遷
子
は
霞
灘
帝
．
頼
忠

の
鱗
待
す
る
皇
子
に
恵
ま
れ
ず
、
懐
仁
と
女
超
子
湧
生
の
羅
貞
（
冷
泉
院
第
二
皇
子
）

を
擁
す
る
兼
家
の
圧
迫
に
よ
り
、
永
観
元
年
（
九
八
三
）
八
月
、
円
融
帝
は
皇
太
子

懸
賞
（
花
塗
）
に
譲
位
す
る
と
と
も
に
、
五
歳
の
懐
仁
（
一
条
）
を
皇
太
子
に
立
て

た
。
こ
こ
に
、
兼
家
の
政
権
へ
の
道
が
麗
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
皇
盤
纒
承
問
題
に
は
、
麟
貞
（
花
山
）
の
廃
太
子
の
可
縫
性
が
存
在
し
た
と

も
言
わ
れ
る
。
岡
部
懸
氏
は
「
羅
に
定
っ
て
い
る
皇
太
子
騨
貞
を
廃
す
る
こ
と
が
不
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可
能
で
あ
る
以
上
、
な
る
べ
く
早
く
孫
の
懐
仁
を
皇
太
子
に
耀
え
て
次
難
の
権
利
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
し
っ
た
藁
家
は
、
「
機
会
を
み
て
花
山
天
皇
の
退
位
を
実
現
す
」

べ
く
「
計
麟
的
に
そ
の
機
会
を
獲
っ
て
い
た
」
の
で
あ
む
、
「
こ
の
天
皇
朝
の
運
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
ロ

は
賎
に
懸
位
と
同
時
に
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
た
に
と
議
く
。
ま
た
、
宮
城
栄
昌
氏
は

「
兼
家
が
麟
貞
観
王
の
廃
太
子
を
謀
ら
な
か
っ
た
の
は
、
天
塁
の
信
任
が
薄
か
っ
た

上
に
、
顧
慮
を
幸
心
と
す
る
小
野
富
嶽
の
政
治
的
勢
力
が
強
く
、
翼
に
あ
ま
り
に
露

骨
な
陰
謀
が
輝
ら
れ
た
か
ら
で
あ
し
り
、
「
花
山
天
皇
を
畢
い
機
会
に
退
位
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ
レ

こ
と
は
、
天
皇
羅
位
の
当
擁
か
ら
の
藁
家
の
課
題
で
あ
っ
た
」
と
議
い
て
い
る
。

　
花
山
朝
に
お
い
て
は
、
學
勇
の
子
義
懐
が
外
戚
の
縫
位
に
あ
っ
た
が
、
官
妓
も
緩

く
、
兼
家
の
謀
酪
に
蝿
抗
し
う
る
力
は
持
ち
得
な
か
っ
た
。
『
公
郷
補
軽
』
に
よ
れ

ば
、
義
懐
は
死
出
の
受
禅
時
、
永
観
二
年
（
九
八
醤
）
八
月
二
十
七
馨
に
二
十
八
歳

で
藏
人
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
花
山
帝
が
羅
位
し
た
十
月
十
馨
に
鍵
三
位
、
七
難
饗
鐙
三

位
、
翌
寛
穣
元
隼
（
九
八
五
）
九
月
十
懸
醤
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
二
十
二

蓑
健
二
位
、
十
二
月
二
十
七
嚢
に
権
申
継
醤
に
昇
り
、
外
戚
と
し
て
の
地
貌
を
確
立

し
た
。

　
義
懐
に
は
這
い
将
来
の
大
臣
就
任
、
さ
ら
に
灘
白
の
地
位
を
手
に
入
れ
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き

遠
く
な
い
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
兼
家
麗
の
危
機
感
を
か
き
立
て
た
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
花
山
帝
の
寵
婬
紙
子
の
父
は
兼
家
の
異
母
弟
大
纏
蕎
藤
原
為
光
で
あ

む
、
義
壌
は
為
光
女
を
、
為
光
は
義
懐
の
妹
を
そ
れ
ぞ
れ
妻
室
に
邊
え
て
い
た
。
保

立
道
久
氏
は
「
も
し
紙
子
か
ら
子
ど
も
が
生
ま
れ
れ
ば
、
花
霞
の
王
統
は
為
光
と
義

懐
と
い
う
絶
好
の
擁
護
者
の
も
と
で
展
麗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
説

　
　
　
ハ
ィ
レ

い
て
い
る
。
義
懐
と
為
光
に
よ
る
こ
の
後
宮
政
策
も
、
孫
宮
懐
仁
の
立
太
子
を
実
現

し
、
摂
関
へ
の
畢
鱗
就
任
を
望
む
兼
家
と
の
確
執
を
妓
き
差
し
な
ら
な
い
も
の
に
し

た
。
第
五
拳
「
道
長
伝
・
圭
」
に
記
さ
れ
た
花
由
帝
の
五
月
雨
の
夜
の
群
試
し
説
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
レ

は
、
以
上
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
の
も
と
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
義
懐
の
急
速
な
昇
進
と
そ
の
治
政
は
、
購
堂
に
多
く
の
波
紋
を
生
じ
て

い
る
。
義
懐
と
と
も
に
藏
人
頭
の
任
に
あ
っ
た
藤
原
実
費
は
そ
の
異
鱗
の
昇
任
を
難

じ
て
、
『
小
右
記
臨
寛
秘
元
年
九
月
十
羅
縫
の
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ぼ
レ

　
　
有
小
陰
弩
事
（
酪
）
極
三
位
義
懐
任
参
議
、
申
得
顛
故
、
難
無
其
麟
臨
時
藤
レ

　
　
任
歎
、
可
奇
々
々
、
公
騨
定
員
十
六
人
、
瀬
十
九
人
、
難
薄
々
々
。

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
慈
瞬
『
愚
管
捗
』
は
、

　
　
髭
花
蜜
銑
ニ
ハ
義
懐
中
納
言
コ
ソ
ハ
、
外
舅
ナ
シ
バ
執
政
ス
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
践

　
　
轟
ノ
時
ハ
藏
人
頭
ニ
コ
ン
、
ハ
ジ
メ
テ
響
位
侍
鍵
ニ
テ
任
ジ
テ
、
ヤ
ガ
テ
ト
ク

　
　
申
納
誉
に
な
り
て
、
三
条
関
白
ハ
如
レ
滝
ト
テ
オ
ハ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
羅
ノ
政
ハ

　
　
ヲ
サ
エ
テ
義
懐
ヲ
コ
ナ
ヒ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
ワ
ヅ
カ
ニ
申
｝
年
ニ
テ
不
可
思
議
ノ

　
　
ヤ
ウ
イ
デ
キ
ニ
ケ
レ
バ
イ
フ
バ
カ
壁
ナ
シ
。
（
巻
第
一
二
）

と
記
し
て
、
関
露
太
政
大
臣
頼
患
、
左
大
臣
灘
雅
信
、
右
大
壁
兼
家
、
大
鞍
覆
為
光
、

厨
源
重
艦
、
権
大
納
言
藤
原
輯
光
、
瞬
藤
原
済
時
、
中
納
菖
藤
原
文
範
ら
の
居
蜷
ぶ

麟
堂
に
お
け
る
花
山
一
義
懐
政
権
の
危
う
さ
を
懸
擁
し
て
い
る
。

　
花
山
朝
の
籔
妙
な
政
治
的
均
衡
に
つ
い
て
、
倉
本
一
宏
氏
は
「
義
懐
は
官
猿
の
点

か
ら
頼
忠
の
蝿
貌
勢
力
に
は
な
り
難
か
っ
た
が
、
天
皇
の
強
烈
な
政
治
意
志
と
、
天

皇
と
あ
ま
り
に
疎
遠
な
こ
と
に
よ
る
騰
白
の
政
治
的
無
力
と
に
よ
っ
て
、
義
懐
主
導

　
　
　
　
　
　
パ
ら
レ

の
新
政
が
実
現
し
た
、
」
と
説
い
て
い
る
。
花
山
帝
の
強
い
政
治
意
志
と
義
懐
の
補

佐
、
及
び
能
吏
藤
原
権
威
の
撃
に
よ
む
、
花
塗
朝
に
お
い
て
縁
綱
紀
粛
鐙
、
破
銭
法
・

枯
緬
法
の
旛
行
、
荘
腰
整
獲
令
な
ど
の
旛
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
義

嬢
の
異
縦
の
昇
進
に
蝿
す
る
磯
堂
の
嬉
霧
”
、
権
威
の
髭
鰍
無
禰
へ
の
撹
職
な
ど
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
レ

む
、
義
懐
主
導
の
治
政
は
掻
立
を
遷
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
撲
勢
・
兼
遜
・
頼
忠
政
権

の
も
と
で
十
数
葎
に
わ
た
る
難
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
兼
家
は
、
そ
の
閣
豫
を
縫
っ

て
秘
か
に
描
出
退
盤
の
陰
謀
を
め
ぐ
ら
す
。
そ
の
異
誌
鰍
と
し
て
諸
史
書
に
記
さ
れ

る
の
が
、
繕
厳
久
の
関
与
で
あ
ろ
う
。

　
花
蜜
帝
が
宮
中
か
ら
花
由
寺
に
晦
か
う
時
、
遜
譲
と
と
も
に
繕
厳
久
が
同
行
し
た

と
い
う
記
載
は
、
『
扶
桑
略
記
臨
『
愚
管
抄
』
『
百
錬
抄
』
聖
代
要
説
丁
集
』
『
帝
王

（
三
）
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編
無
記
』
な
ど
の
諸
書
に
見
ら
れ
る
。

◇
鴨
鉄
桑
酪
記
』
第
廿
七
・
華
出

　
　
（
窟
窯
韓
二
～
ヰ
）
六
月
廿
二
曇
日
土
承
。
夜
重
＋
。
｝
大
内
王
生
年
十
九
。
鐡
二
醗
“
騒
一
宮
皿
。

　
　
梅
一
花
由
寺
｝
。
落
鎌
入
遜
。
法
号
入
賞
。
蔵
人
在
少
弁
藤
原
道
兼
。
繕
厳
久
。

　
　
二
人
陰
縫
．
墨
・
縫
殿
陣
一
。
参
二
発
慶
寺
一
。
鄭
時
令
響
左
道
少
将
藤
漂
遊

　
　
綴
持
・
禅
璽
宝
舞
…
．
獣
中
東
窟
郷
在
瞬
凝
華
舎
鉦
。
群
三
人
外
経
人
不
二
敢

　
　
簸
一
レ
之
．
禁
書
事
秘
故
毯
。
懸
夜
。
右
大
駆
藤
原
兼
寒
参
磁
－
入
内
裡
一
。
令
レ

　
　
園
・
禁
霧
一
。

◇
『
百
錬
抄
』

　
　
（
簸
）
繕
厳
久
。
蔵
人
左
少
弁
遠
兼
麓
従
。
以
・
左
少
将
道
織
一
蘇
・
鋼
璽
於

　
　
乗
客
｝
。
道
兼
之
謀
毯
。

◇
重
代
要
記
丁
集
』
花
山
天
皇

　
　
（
酪
）
蔵
人
窃
少
弁
藤
原
遵
兼
、
繕
厳
久
二
人
蔭
鍵
、
懸
時
令
下
左
近
少
将
藤

　
　
原
道
纏
持
一
璽
簸
一
蕪
串
春
宮
鐸
在
震
凝
穂
舎
豊
、
絆
二
人
外
飽
人
不
レ
矯
レ

　
　
之
、
…

◇
『
帝
王
編
無
記
』
巻
十
七
・
華
出

　
　
（
幣
）
蔵
人
左
少
弁
道
兼
・
繕
厳
久
請
人
貴
一
禁
裏
一
掴
健
毯
。
食
下
二
左
近

　
　
少
将
一
筆
・
神
璽
宝
鋼
一
奉
串
於
東
宮
ヒ
。
欝
條
絆
三
人
外
不
一
敢
知
ワ
之
。

　
『
扶
桑
酪
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ぽ
、
道
兼
・
厳
久
・
追
綱
の
連
携
に
よ
っ
て
菟
山

留
の
宮
中
退
鐵
と
禅
璽
・
宝
麟
の
棄
宮
方
へ
の
渡
舞
が
瞬
時
に
鴛
わ
れ
、
直
ち
に
兼

家
が
参
内
し
て
諸
醗
を
臨
め
さ
ぜ
、
東
宮
（
一
条
）
の
践
轟
を
強
行
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
慈
霞
『
愚
管
抄
』
は
、
道
兼
・
厳
久
の
連
携
に
よ
む
花
山
帝
の
遠
心
を
誘

い
、
縫
殿
葎
か
ら
大
内
裏
を
出
た
が
、
事
の
急
な
進
鴛
に
た
め
ら
う
帝
に
麟
し
て
、

禅
璽
・
宝
舞
の
東
宮
方
へ
の
護
篠
が
完
了
し
た
こ
と
を
藷
巫
目
し
た
こ
と
、
道
隆
こ
燈

繍
が
神
璽
・
宝
鱗
を
東
宮
の
擬
花
舎
に
運
び
、
兼
家
が
参
内
し
て
宮
醗
を
覇
ざ
し
、

道
長
を
縫
麹
頼
患
の
許
に
憂
わ
し
て
政
変
の
成
就
を
通
告
さ
せ
る
と
い
う
、
兼
家
父

（
四
）

子
の
麗
到
な
運
び
を
記
し
て
い
る
。

　
醜
栄
琵
麹
語
鮎
「
穂
出
た
づ
ぬ
る
中
納
書
し
に
よ
れ
ば
、
寵
愛
す
る
抵
子
の
死
に

悲
穫
に
暮
れ
る
穂
出
帝
は
、
叛
か
ら
宮
廷
被
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
極
楽
往
生
思

想
の
影
響
も
あ
っ
て
、
懐
疑
中
に
死
去
し
た
低
子
の
罪
薄
を
患
い
、
そ
の
供
養
の
た

め
に
心
を
酔
い
て
い
た
。
そ
の
心
中
に
巧
み
に
取
り
入
り
患
家
を
勧
め
、
騒
好
を
誓
っ

た
の
が
繕
厳
久
と
藏
人
道
兼
で
あ
っ
た
。

　
厳
久
の
名
は
『
嚢
本
紀
酪
』
に
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
栄
菟
露
語
趣
霧
」
に
「
厳

久
く
出
V
、
号
花
（
由
）
大
膳
翻
、
〈
寛
弘
元
隼
五
月
廿
鰻
弩
上
表
権
大
繕
擁
護
官
、

　
　
　
　
　
　
ハ
き
ワ

以
源
鱈
任
少
欝
認
V
」
と
あ
り
、
永
延
元
隼
（
九
八
七
）
以
降
、
次
の
よ
う
な
記
載

　
　
　
　
ハ
き
ロ

が
見
ら
れ
る
。

永
延
元
奪

瞬
年
五
月

髭
懸
二
隼

（
九
八
七
）
三
月

（
九
九
一
）
九
月

長
徳
元
年
（
允
九
五
）
十
月

長
保
隣
年
（
…
○
〇
一
）
十
二
月

寛
弘
元
奪
（
一
〇
〇
懸
）
三
月

瞬
簿
五
月

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
稀
二
尊
（
九
八
六
）

件
へ
の
関
与
に
よ
鯵
、
翌
永
建
発
隼
三
月
に
慈
徳
寺
最
擁
の
講
醗
梨
と
な
り
、

五
月
の
摂
政
兼
家
の
法
華
八
講
の
講
瞬
に
抜
擢
さ
れ
、

家
、
東
三
条
院
詮
子
、
道
長
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、

慈
徳
寺
最
擁
の
購
鹿
梨
と
な
る
。

兼
家
第
法
華
八
講
の
講
輝
と
な
る
。

瞬
懸
葉
厳
久
、
藤
原
詮
子
の
鐵
家
に
奉
仕

す
る
。

女
院
（
詮
子
）
の
準
講
に
よ
り
、
権
律
麟

に
任
意
ら
れ
る
。

権
大
繕
簾
厳
久
、
東
三
条
醗
（
詮
子
）
の

聡
慧
法
事
に
講
麟
を
つ
と
め
る
。

遵
長
の
大
般
若
経
供
養
に
読
騒
を
つ
と
め

る
。道

長
の
棄
三
条
醗
の
た
め
の
法
華
八
講
に

講
簾
を
つ
と
め
る
。

　
六
一
月
二
十
二
藏
夜
の
花
由
天
応
罷
崖
ぬ
家
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁
隼

　
　
　
　
　
以
後
、
皿
条
朝
に
お
い
て
兼

　
　
　
　
　
鱈
綱
で
の
栄
進
を
み
た
こ
と
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が
認
め
ら
れ
る
．

　
右
の
史
実
を
踏
ま
え
て
「
葎
出
薩
紀
」
の
構
成
を
見
る
と
き
、
花
山
駝
の
串
家
の

事
情
、
政
治
的
背
景
、
謀
覇
の
全
体
像
に
言
及
せ
ず
、
花
山
院
の
心
構
・
行
動
と
道

兼
ら
の
対
絡
の
み
が
詳
纏
に
語
ら
れ
る
構
麟
は
涯
震
に
纏
す
る
。
『
大
鐘
』
の
偉
者

が
意
を
込
め
て
鐵
い
た
の
絃
、
清
涼
殿
の
夜
の
舞
殿
か
ら
室
外
に
鎚
た
摂
の
膏
暁
月

の
隣
る
さ
に
躊
躇
し
、
雲
間
隠
れ
の
鍛
光
に
鐡
家
の
成
就
を
想
う
心
弱
い
帝
王
像
で

あ
り
、
患
離
へ
の
患
い
と
帝
鼓
へ
の
未
練
に
逡
遷
す
る
帝
を
編
曙
、
空
泣
き
、
縫
計

に
よ
っ
て
鐡
家
に
追
い
込
む
道
兼
ら
の
密
謀
の
構
騒
で
あ
っ
た
。

　
帝
の
逡
遜
の
聡
に
事
が
顕
れ
、
帝
の
鐵
御
に
禿
立
っ
て
神
璽
・
宝
鋸
が
秘
か
に
東

宮
（
懐
仁
）
灘
に
覆
さ
れ
た
事
実
が
露
見
す
れ
ば
、
事
簿
は
兼
家
一
族
の
破
滅
の
み

な
ら
ず
、
東
宮
懐
仁
の
廃
太
子
開
題
に
も
発
展
す
る
。
躊
躇
す
る
帝
に
鰐
し
神
璽
・

宝
麟
の
護
簿
に
よ
る
譲
位
手
続
き
の
終
了
を
遙
告
す
る
道
兼
の
擬
曝
的
な
善
葉
、
逡

巡
す
る
帝
へ
の
空
泣
き
、
花
由
寺
に
お
け
る
繕
言
は
、
絶
体
絶
命
の
大
芝
居
を
演
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

る
策
謀
家
縁
を
見
事
に
活
写
し
て
い
る
。
そ
こ
に
多
く
の
談
話
顛
に
語
ら
れ
た
〈
く

る
ひ
〉
大
穂
由
暁
檬
は
存
在
ぜ
ず
、
当
夜
の
く
花
蜜
綻
下
ろ
し
V
の
陰
謀
の
み
が
強

烈
に
離
家
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
皇
位
継
承
史
か
ら
見
れ
ば
、
〈
琵
出
錠
下
ろ
し
〉
に
は
「
麟
灘
伝
」
に
詳
述
さ
れ

た
く
東
宮
敦
窮
下
ろ
し
∀
と
と
も
に
、
冷
寒
系
の
皇
位
纒
承
の
遵
を
懸
つ
と
い
う
政

治
的
愚
昧
嬢
存
在
し
た
。
そ
の
道
筋
は
、
基
経
に
よ
る
く
鶴
成
駝
下
ろ
し
∀
と
光
孝

　
　
　
　
　
ハ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

の
皇
統
の
樹
立
、
穏
子
（
忠
軍
）
に
よ
る
八
朱
登
院
下
ろ
し
∀
と
繕
上
懸
盤
、
兼
家

（
道
兼
ら
）
に
よ
る
八
花
山
競
下
ろ
し
∀
と
一
条
懸
位
を
経
て
、
道
長
に
よ
る
く
東

宮
敦
瞬
下
ろ
し
V
と
敦
嚢
（
道
長
女
彰
子
薩
生
）
の
立
太
子
に
よ
む
完
成
懇
を
遼
え

る
こ
と
に
な
る
。
言
わ
ば
、
瞬
畿
系
の
皇
統
の
確
立
に
よ
る
、
欝
灘
系
の
外
積
で
あ

る
兼
家
一
族
の
権
力
掌
握
を
語
る
の
が
「
菟
由
醜
紀
」
の
弩
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
安
倍
晴
明
登
場
の
意
義

　
『
大
錆
鮎
の
菟
徴
帝
退
位
記
事
に
陰
購
麟
安
絡
晴
明
麗
係
の
擁
護
が
据
え
ら
れ
た

こ
と
の
意
味
は
い
か
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
趨
藤
静
子
氏
は
「
む
し
ろ

夾
雑
麹
の
よ
う
に
す
ら
感
じ
ら
れ
る
し
繕
譲
鰻
縫
係
の
挿
｝
詰
が
退
位
記
事
に
饑
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
レ

た
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
議
い
て
い
る
。

　
　
花
山
帝
と
い
え
ば
、
ま
だ
蕉
由
寺
に
晦
う
途
中
で
、
購
瞬
宅
の
繭
を
通
っ
た
と

　
　
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
　
が
す
で
に
な
り
に
け
り
と
み
ゆ
る
か
な
”
は
、
ま
さ
し
く
、

　
　
｝
条
帝
が
践
聾
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
癒
す
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
鯵
、
大
鏡

　
　
の
文
賑
で
は
、
神
璽
・
宝
鱗
が
賎
に
護
っ
て
い
た
こ
と
を
、
超
能
力
者
晴
明
と

　
　
い
う
者
の
言
葉
を
遍
し
て
、
あ
ら
た
め
て
確
講
さ
ぜ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

　
　
か
e

　
趨
藤
氏
は
「
簿
轡
が
わ
鯵
と
い
う
事
態
を
安
倍
晴
瞬
に
透
視
さ
せ
」
る
と
こ
ろ
に

晴
鞠
登
場
の
意
義
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
陰
隆
道
の
醗
究
者
に
あ
っ
て
も
花
山
帝

退
位
事
件
へ
の
購
瞬
の
麗
与
を
記
す
『
大
錆
鮎
の
記
事
に
は
あ
る
と
ま
ど
い
が
認
め

ら
れ
る
。
繕
ア
蜜
修
一
氏
は
次
の
よ
う
に
謹
い
て
い
る
G

　
　
天
体
の
異
常
饗
象
を
み
て
人
事
界
の
鐵
来
事
を
毒
う
の
が
陰
鶴
齢
の
重
要
な
佳

　
　
事
だ
が
、
購
明
は
こ
の
と
き
ど
ん
な
薮
変
を
み
た
の
か
。
天
皇
譲
鮭
程
の
重
大

　
　
な
事
縛
を
承
す
天
変
な
ら
余
程
§
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
が
、
場
在

　
　
の
文
献
に
よ
る
鰻
蓼
ど
こ
に
も
寛
秘
二
年
（
九
八
六
）
の
天
変
は
記
録
が
な
い
。

　
　
た
だ
し
麟
年
の
寛
秘
元
年
八
、
九
月
に
は
辰
星
（
義
極
星
）
と
客
星
が
接
近
し
、

　
　
客
星
は
鬼
火
の
ご
と
く
み
え
る
天
変
が
観
灘
さ
れ
、
禅
紙
官
と
陰
鶴
寮
が
度
々

　
　
密
奏
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
天
皇
の
郷
摸
し
み
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
も
つ

　
　
て
譲
盤
の
丑
緊
鍵
と
み
な
し
う
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
／
要
す
る
に
、
『
大

　
　
鏡
輪
が
の
せ
た
上
掲
の
一
件
は
、
そ
の
ま
ま
す
べ
て
が
事
実
と
し
て
受
け
取
り

　
　
難
い
ふ
し
が
あ
む
、
月
瞬
か
鯵
の
軍
鏡
登
時
（
午
麟
二
時
過
）
、
た
だ
な
ら
轟

（
五
）
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貴
人
の
跨
講
通
遜
が
あ
た
鯵
の
静
け
さ
を
鞍
む
、
こ
れ
を
機
敏
に
購
墾
が
感
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
し
て
、
す
わ
大
事
と
禁
中
に
艶
ぜ
参
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
難
語
の
全
体
を
天
文
博
士
晴
隣
の
超
能
力
を
護
る
議
議
で
あ
る
と
解
す
る
反
面
、

天
変
の
記
録
が
見
当
た
ら
ず
、
『
大
鏡
』
作
者
の
叢
構
の
意
醒
を
麟
鯵
が
た
い
こ
と

へ
の
当
惑
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
薩
近
の
秘
露
氏
の
論
説
に
明
瞭
で
あ
ろ

う
。　

　
こ
の
と
き
実
際
に
天
文
の
変
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
天
変
観
灘
は

　
　
予
兆
現
象
と
し
て
事
韓
発
生
に
先
立
ち
密
奏
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
鰻
に
譲
毬

　
　
し
た
天
皇
が
内
裏
を
去
っ
た
あ
と
、
酸
く
密
奏
参
内
の
身
支
度
を
始
め
る
の
は

　
　
い
さ
さ
か
麗
の
轟
け
た
次
第
と
云
わ
ざ
る
を
え
ず
、
騎
に
落
ち
な
い
と
こ
ろ
が

　
　
あ
っ
て
『
大
鐘
』
の
話
は
造
作
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
晴
瞬

　
　
の
邸
内
で
式
禅
が
霧
縫
わ
れ
た
こ
と
、
花
山
天
皇
譲
猿
の
離
兆
を
何
等
か
の
現

　
　
象
を
通
し
て
購
瞬
が
占
っ
た
こ
と
な
ど
の
伝
承
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
材
料
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ

　
　
『
大
鏡
』
が
以
と
の
挿
話
を
造
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
．

　
樗
山
氏
の
瞬
講
は
苑
山
院
返
縫
に
お
け
る
靖
明
の
闘
与
が
『
大
鏡
』
作
者
の
叢
購

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
は
執
を
一
に
す
る
。
し
か
し
、
晴
明
の
縫
与
を

「
い
さ
さ
か
懇
の
轟
け
た
次
第
と
云
わ
ざ
る
を
え
ず
、
臆
に
落
ち
な
い
と
こ
ろ
が
あ
」

る
と
す
る
繕
出
氏
の
捲
擁
は
、
そ
の
ま
ま
こ
の
挿
語
が
単
続
な
晴
瞬
の
超
能
力
説
話

と
し
て
翫
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
兼
家
ら
の
陰
謀
に
隣
わ
る
あ
る
盤
置
を
麺
う
も

の
と
し
て
醗
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
、
帝
王
の
綾
が
羅
下
の
諜
鰭
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
と
い
う
一
大
変
事
を

安
鑑
晴
瞬
が
透
擬
し
た
と
い
う
認
事
は
、
陰
隆
家
晴
明
の
超
常
能
力
を
認
る
点
に
お

い
て
飽
の
謹
話
類
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
璽
存
す
る
諸
謹
話
類
に
購
種
の
記

事
は
見
ら
れ
な
い
。
鍵
っ
て
、
縁
由
氏
が
想
定
さ
れ
た
「
花
山
天
皇
譲
鍾
の
蕪
兆
を

侮
等
か
の
現
象
を
通
し
て
暗
明
が
叢
っ
た
こ
と
な
ど
の
伝
承
」
の
存
在
は
い
ま
だ
確

認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
慈
出
帝
退
位
に
お
け
る
晴
瞬
の
鍵
与
記
事
は
『
尭
亨
親
書
』
に
晃
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
タ
ウ
カ
ン

　
　
寛
秘
二
年
内
貸
二
十
二
響
夜
。
雛
二
貞
観
殿
玉
麟
一
。
白
鍵
下
レ
地
潜
趨
レ
宮
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヌ

　
　
還
健
二
人
。
供
奉
沙
霧
厳
久
。
侍
中
藤
遵
兼
雀
。
錐
二
媛
嫡
一
不
レ
鰯
雀
。
蕗

　
　
過
工
安
晴
瞬
宅
｝
．
安
氏
適
避
レ
暑
。
経
隷
一
行
庭
下
一
。
慧
擁
見
大
驚
B
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
レ
　
　
　
ナ
ル
サ

　
　
天
象
呈
レ
変
．
天
子
選
レ
位
。
何
其
軽
畿
。
帝
騨
一
橋
言
一
笑
蒲
走
。
安
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
お

　
　
侵
入
レ
官
奏
レ
事
。
帝
不
レ
在
焉
。
帝
如
二
菟
山
寺
｝
薙
レ
髪
。
決
議
入
党
．

　
　
書
算
一
＋
九
、
窃
帝
重
・
弘
籔
殿
璽
。
自
レ
既
織
二
選
馨
。
故
峯
一
妙
鉾
。

　
　
騰
耀
－
腱
金
輪
宝
位
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
七
．
顯
雑
二
．
王
臣
）

　
し
か
し
、
こ
の
記
事
も
『
大
鏡
』
の
記
載
に
影
響
を
与
え
た
伝
承
め
存
莚
を
証
す

る
と
い
う
よ
り
は
、
『
栄
花
麹
譲
』
冊
大
鏡
』
の
記
事
に
講
談
謡
伝
承
を
換
え
て
成
立

し
た
も
の
と
雄
灘
さ
れ
る
。
む
し
ろ
『
大
鏡
臨
に
記
載
さ
れ
た
と
瞬
種
の
伝
承
の
存

在
が
不
覊
で
あ
り
、
灘
時
の
議
議
人
の
関
心
を
響
ぱ
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
『
令
義
解
』
巻
一
「
職
員
令
」
の
「
陰
鶴
寮
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

　
　
頭
㎜
人
。
掌
脳
天
文
。
暦
数
。
風
雲
ノ
気
色
。
誉
レ
異
密
封
奏
聞
ス
ル
事
↓
。

　
　
天
文
博
士
一
人
。
掌
移
躾
藷
天
文
気
色
］
。
有
レ
異
密
封
シ
。
及
教
魑
ヲ
天
文

　
　
生
等
δ
。

と
あ
り
、
天
文
博
士
は
常
に
天
文
の
変
異
を
縁
い
、
変
異
が
現
れ
る
と
串
國
の
天
文

占
書
を
徴
し
て
占
文
を
作
り
、
陰
鶴
頭
を
通
じ
て
直
ち
に
天
皇
に
密
奏
す
る
こ
と
を

職
務
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九
鐙
紀
末
頃
に
は
天
文
密
奏
は
天
文
博
士
か
ら
癒
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

摂
鱒
へ
進
め
、
蔵
人
か
ら
天
皇
に
奏
上
さ
れ
た
。

　
『
大
馨
本
史
料
』
に
瞬
畷
の
「
，
幾
信
郷
認
」
に
、
次
の
よ
う
な
晴
瞬
の
天
文
密
奏

記
事
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
し
す

　
・
（
天
禄
三
尊
）
十
二
月
六
凝
、
天
文
藩
士
安
賠
晴
瞬
、
於
窃
兵
籍
驚
外
、
合
奏

　
　
天
文
奏
、
難
妻
云
、
青
苔
歳
龜
鑑
秀
、
今
月
腎
母
杏

　
　
購
度
云
々
、
又
令
奏
云
、
健
去
春
比
、
膏
度
疫
篶
変
、
今
臨
冬
季
、
莫
事
不
空
、



2総2年至2月嬉島大学教育学蕩譲葉第稔弩82

　
　
可
緩
行
鰻
角
祭
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
レ

　
・
（
天
撮
霞
奪
）
死
月
九
馨
、
天
文
博
士
購
明
奏
変
異
、
其
書
藍
、
二
舞
嚢
虹
匪

　
　
醤
、
五
嚢
、
雲
気
壁
艮
坤
、
七
8
、
漢
星
狸
東
丼
第
五
星
。

　
・
（
天
莚
元
年
）
縢
月
十
九
欝
、
天
文
博
士
晴
明
進
密
奏
云
、
去
十
八
嚢
丑
時
、

　
　
月
猫
斗
建
星
云
々
。

　
・
（
天
麺
二
尊
）
十
二
月
三
冒
、
購
瞬
合
奏
艶
奏
濤
、
鎮
星
猛
鳥
穿
囲
星
置
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
カ
　

　
ま
た
、
天
涯
匡
房
の
鴨
続
本
朝
径
生
麩
』
に

　
　
一
条
天
皇
者
（
酪
）
時
之
霧
レ
人
髪
、
於
レ
欺
為
レ
盛
（
際
）
陰
隆
麟
賀
茂
光

　
　
栄
・
安
賠
購
瞬
（
酪
）
皆
是
天
下
之
一
魎
竃
．

『
帝
王
編
奪
認
』
巻
十
七
二
条
天
皇
の
項
に
、

　
　
永
麺
二
隼
（
賂
）
安
纏
晴
瞬
是
時
人
崔
。
掌
二
天
文
暦
数
蔓
㎜
。
普
者
一
家

　
　
兼
一
露
道
㎜
。
而
賀
茂
保
憲
以
…
暦
道
一
伝
鴬
其
子
光
栄
一
。
以
二
天
文
道
一

　
　
伝
一
…
弟
子
晴
明
｝
。
糞
レ
銑
已
後
。
爾
遵
鍛
分
。

と
あ
り
、
晴
明
は
欝
融
・
花
塗
二
条
甥
を
通
じ
て
有
数
の
陰
隆
麟
と
し
て
蟻
ら
れ

た
．
式
禅
（
職
神
）
を
§
在
に
綾
役
す
る
晴
明
の
職
能
に
、
当
時
の
秘
密
警
察
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
レ

機
能
を
認
め
る
見
解
も
存
在
す
る
。

　
天
文
博
士
安
倍
購
明
の
重
要
な
朝
政
麗
与
の
事
実
は
、
霜
融
錠
の
譲
盛
時
難
の
勘

申
に
認
め
ら
れ
る
。
『
大
B
庫
史
料
』
に
態
群
の
「
小
野
宮
右
府
記
」
に
、
次
の
よ

う
な
諺
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　
泉
観
二
篭
昼
善
）
令
勘
嚢
夢
裏
善
時
等
肇
畷
騨
等

　
　
欝
、
．
欝
＋
六
塁
巳
、
時
撃
薯
、
醗
購
破
墨
8
、
可
悪
獣
．

　
　
（
購
七
月
慧
八
嚢
）
被
奏
云
、
来
月
十
六
R
“
璽
欝
斑
、
巳
勘
譲
績
鵬
十
代
蔵
人
蜜
蝋
垂
一
“

　
　
騒
倒
、
陰
醗
家
翫
申
甚
不
当
胞
、
羅
綾
政
勘
歎
者
、
簿
云
、
瞬
簿
道
光
等
、
晴

　
　
瞬
参
入
、
逆
光
不
参
、
鶴
奏
戯
灘
、
明
§
露
蝿
再
開
事
由
者
、
購
明
云
、
来
月

　
　
慧
も
韓
吉
露
壷
、
灘
雇
有
入
郷
晦
裏
之
事
、
依
可
択
申
後
欝
不
載
勘
文
、
働
参

　
　
殿
中
艶
密
。

　
・
（
講
七
月
廿
九
馨
）
今
朝
、
道
光
・
購
萌
朝
駆
等
、
持
参
譲
位
・
立
太
子
等
勘

　
　
文
等
、
難
鶏
鑓

　
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
需
灘
帝
か
ら
譲
位
舞
の
灘
準
を
命
ぜ
ら
れ
た
文
道
光
、
購

瞬
は
八
月
十
六
羅
と
勘
申
し
た
が
、
関
嚢
頼
忠
か
ら
重
露
を
否
と
し
て
、
十
代
の
譲

盤
に
重
馨
の
擁
な
し
と
の
上
奏
が
あ
む
、
晴
明
が
八
月
二
十
七
露
を
吉
原
と
し
て
勘

申
し
、
決
定
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
右
の
よ
う
な
購
瞬
縫
係
の
史
実
、
醗
政
難
に
強

調
さ
れ
た
議
誌
伝
承
を
充
分
に
知
り
う
る
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
作
者
が
、
藤
源
氏

跳
家
九
条
流
の
謀
略
に
よ
る
花
山
帝
の
突
然
の
退
位
・
鐡
家
と
い
う
一
大
史
実
を
譲

る
に
あ
た
っ
て
天
文
博
士
安
徳
瞬
瞬
を
登
場
さ
ぜ
た
に
つ
い
て
は
、
あ
る
特
購
な
意

麟
の
存
窪
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
苑
出
帝
の
退
位
問
題
を
天
文
博
士
安
賠
鱗
瞬
と
の
麗
係
で
考
え
る
な
ら
ば
、
説
話

の
構
躍
は
く
大
異
一
密
奏
一
返
縫
縫
題
の
浮
上
…
時
簸
の
勘
申
一
退
盤
V
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
花
霞
院
紀
」
の
挿
語
は
く
退
盤
一

天
異
一
密
奏
▽
の
額
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
花
露
帝
自
ら
晴
瞬
宅
醜
を
遍
遍
中

に
購
瞬
は
初
め
て
退
位
の
事
実
を
察
難
し
た
こ
と
に
な
る
。
宮
翻
の
異
変
監
複
を
旨

と
す
る
秘
密
警
察
的
機
能
を
事
と
す
れ
ば
「
い
さ
さ
か
聡
の
ぬ
け
た
次
第
」
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
晴
瞬
が
変
事
を
察
知
し
た
時
に
は
賎
に
事
は
案
行
さ
れ
て
お

む
、
そ
の
第
一
の
職
務
で
あ
る
天
文
密
奏
の
鶴
き
は
な
し
え
な
い
。
挿
語
の
購
麟
を

そ
の
ま
ま
に
解
す
る
な
ら
ば
、
花
蜜
の
行
動
を
追
う
よ
う
に
天
異
が
現
れ
実
の
で
あ

り
、
晴
瞬
を
も
鐵
し
鼓
い
た
兼
家
・
道
兼
の
待
動
の
秘
密
牲
を
際
亘
た
せ
る
。
兼
家
．

道
兼
ら
の
謀
計
が
い
か
に
懐
重
か
つ
大
胆
に
決
行
さ
れ
た
か
を
繁
実
に
譲
る
議
謡
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
母
晴
瞬
に
と
っ
て
は
不
名
懸
薦
な
話
で
あ
り
、
議
謡
人
が
伝
承
を

躊
躇
っ
た
理
懸
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
購
瞬
が
大
異
に
よ
り
穂
出
帝
遜
盈
の
事
実
を
露
礁
に
占
い
、
密
奏
に
及

ん
だ
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
挿
議
の
解
親
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

（
七
）
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購
明
が
家
の
ま
へ
を
わ
た
ら
せ
給
へ
ば
、
み
づ
か
ら
の
こ
ゑ
に
て
、
手
を
お
び

　
　
た
ず
し
く
は
た
／
、
と
う
つ
な
る
。
「
み
か
ど
お
む
さ
ぜ
給
ふ
と
み
ゆ
る
叉
変

　
　
あ
む
つ
る
が
、
す
で
に
な
鯵
に
け
る
と
み
ゆ
る
か
な
。
ま
い
り
て
そ
う
せ
ん
。

　
　
車
に
さ
う
ぞ
く
せ
よ
」
と
い
ふ
こ
ゑ
を
き
か
せ
給
ひ
け
ん
、
さ
り
と
も
あ
は
れ

　
　
に
お
ぼ
し
め
し
け
ん
か
し
。
「
か
つ
ぐ
式
神
一
人
、
内
裏
へ
ま
い
れ
し
と
申

　
　
け
れ
ば
、
め
に
は
み
え
轟
も
の
、
、
戸
を
を
し
あ
け
て
、
郷
う
し
ろ
を
や
み
ま

　
　
い
ら
せ
け
ん
、
「
た
ず
い
ま
こ
れ
よ
修
す
ぎ
さ
せ
お
は
し
ま
す
め
り
」
と
い
ら

　
　
へ
け
る
と
か
や
。

　
大
異
か
ら
穂
由
帝
退
猿
の
轟
き
と
一
条
践
轟
の
完
了
を
察
知
し
た
晴
瞬
は
、
直
ち

に
参
内
し
て
天
文
密
奏
に
及
ぶ
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
花
霞
帝
の
譲
位
手
続

き
が
完
了
し
た
今
、
晴
鱗
は
誰
に
鰐
し
て
い
か
な
る
密
奏
を
鴛
う
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
。
『
大
鏡
』
の
侮
者
が
謀
酪
に
よ
る
菟
出
帝
の
退
位
と
い
う
一
大
史
実
を
語
る

に
あ
た
っ
て
当
代
随
一
の
陰
隆
麟
菱
縫
晴
瞬
を
登
場
さ
せ
た
意
騒
は
、
晴
瞬
の
手
に

よ
り
花
塗
退
鍵
二
条
践
轟
の
事
実
を
追
認
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
購
瞬
の
購
か

ら
陰
謀
の
成
功
を
語
ら
せ
る
意
麟
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
蕉
出
帝
の
内
裏
鐡
擁
と
と
も
に
、
道
兼
・
道
総
の
連
騰
に
よ
鯵
神
璽
・
宝
錨
は
東

宮
懐
仁
（
｝
条
）
方
に
護
さ
れ
、
帝
の
｝
行
が
官
需
を
趨
る
と
と
も
に
兼
家
は
壷
ち

に
参
内
し
て
諸
懸
を
闘
じ
、
夜
瞬
け
を
待
っ
て
懐
仁
（
一
条
）
践
酢
の
手
続
き
を
取

る
。
麗
譲
太
政
大
疑
頼
忠
、
花
戯
院
の
外
藏
権
申
納
醤
義
懐
ら
が
周
章
狼
狽
す
る
購

に
す
べ
て
は
決
着
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
新
帝
践
轟
に
葎
う
燈
裟
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
『
江
家
次
第
』
（
黙
翻
諏
）
巻
第
十

鰯
「
践
蘇
上
」
に
詳
し
い
。
そ
の
中
核
を
な
す
の
が
鱗
璽
渡
鰹
の
儀
で
あ
っ
た
．

　
　
　
譲
位
讐
儀

　
　
若
舞
・
驚
勝
一
養
．
大
臣
以
下
令
レ
甕
三
聖
鋼
於
透
衛
次
将
一
、
就
㎜
一
新
帝
舞

　
　
所
一
進
レ
之
、
其
儀
難
㎜
一
得
幸
｝
。

　
鱗
璽
濃
霧
の
儀
は
行
幸
に
準
ず
る
儀
式
で
、
先
帝
と
新
帝
の
舞
在
翫
が
異
な
る
場

（
八
）

合
に
は
、
左
右
近
籍
購
の
中
将
ま
た
は
少
将
を
鰯
璽
綾
と
定
め
、
鑑
帝
の
郷
在
藤
か

ら
新
帝
の
許
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
践
轟
部
類
紗
』
（
麟
醸
繍
）
の
】
条
駝
の
条

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
条
院
。
　
　
寛
徳
二
年
六
月
鴛
三
嚢
庚
申
践
轟
。
縣
叢
濃
麟
隆

　
　
　
上
郷
大
塾
、
霞
藤
原
為
光
弾
。
　
　
鋼
璽
綾
．
繊
極
猛
灘
ゆ
堰

　
　
　
警
露
、
瞬
麗
．
大
納
言
為
光
舞
舞
レ
之
。
宣
命
綾
奮
レ
之
。
儀
式
不
レ
及
二

　
　
　
寛
解
歎
。

　
左
右
透
衡
晦
の
中
将
・
少
将
が
鯉
璽
痩
に
任
ぜ
ら
れ
た
事
軽
と
し
て
は
、
宇
多
帝
、

冷
泉
錠
、
後
一
条
続
な
ど
め
擁
が
あ
む
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
宇
多
）
公
郷
及
少
納
書
左
右
少
将
将
監
以
下
主
領
等
、
令
レ
餐
・
天
子
神
璽
宝

　
　
　
　
　
餓
符
簾
領
麟
等
｝
。
奉
…
於
皇
太
子
直
管
｝
．

　
（
冶
祭
）
或
云
。
左
右
透
少
将
云
云
。
子
麟
大
納
言
在
衡
以
下
令
レ
持
二
神
璽
宝

　
　
　
　
　
錨
於
左
右
遍
少
将
㎜
舞
一
皇
太
子
直
管
…
。

　
（
後
一
条
）
蔵
人
頭
左
中
将
藤
原
資
平
。
右
中
将
弘
通
。
左
大
臣
糞
大
臣
左
右
大

　
　
　
　
　
将
登
下
盤
4
■
奉
之
一
。
諸
籍
陸
列
難
｝
二
9
幸
儀
一
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
と
鋤
較
す
れ
ば
、
左
近
少
将
道
纏
が
一
人
で
鰯
璽
を
葎
持
し
た
と

い
う
記
載
は
い
か
に
も
異
常
で
あ
る
。
ま
た
、
上
郷
は
太
政
大
難
基
経
（
宇
多
）
、

大
納
書
欝
乎
（
醗
翻
）
、
右
大
難
藤
療
定
方
（
朱
釜
）
、
右
大
難
実
績
（
韓
土
）
、
巻

大
臣
遜
愚
瞬
（
冷
泉
）
、
左
大
盤
麟
ア
（
需
甦
）
、
右
大
難
兼
家
（
花
由
）
、
窃
大
臣

藤
療
鑛
光
（
三
条
、
後
一
条
）
な
ど
、
代
々
左
右
大
駆
が
揚
名
さ
れ
て
お
鯵
、
大
納

書
為
光
が
任
じ
た
こ
と
、
左
右
大
疑
が
綬
ぜ
ら
れ
る
の
が
遜
鱗
で
あ
っ
た
内
弁
の
記

載
が
な
い
こ
と
、
及
び
鴨
扶
桑
整
記
』
『
一
代
妄
誕
丁
集
蘇
に
は
「
太
子
擾
泣
實
命
」

の
記
載
が
あ
る
が
、
鴨
践
羅
蔀
類
紗
』
に
宣
命
使
の
名
が
瞬
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
撃
続
き
の
異
常
牲
を
縢
立
た
ぜ
る
。

　
こ
の
異
常
な
践
轟
手
続
き
に
つ
い
て
、
善
謀
者
で
あ
る
右
大
難
兼
家
に
事
の
成
就

と
天
意
の
納
受
を
伝
え
る
役
割
を
攫
う
者
と
し
て
醍
さ
れ
た
の
が
、
当
代
一
の
陰
隆
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鯵
騰
明
の
泣
糧
で
あ
っ
た
。
諜
酪
に
よ
っ
て
成
立
し
た
｝
条
輯
の
建
統
牲
を
議
暖
し
、

天
の
概
意
を
伝
え
る
役
目
を
負
っ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
兼
家
の
深
謀
は
購
明
の

椀
意
表
霧
を
待
っ
て
完
遂
さ
れ
た
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
皇
猿
継
承
の
い
か
が
わ
し
さ
に
対
し
て
、
や
が
て
｝
条
帝
の
樫
冠
儀
の
巻
嚢
、

大
極
殿
の
吉
岡
御
座
の
内
に
得
体
の
知
れ
な
い
も
の
の
趨
の
付
い
た
生
善
が
授
げ
込
ま

れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
（
「
昔
魎
認
」
）
。

　
　
　
圏
　
逸
脱
者
の
生

　
「
律
ア
伝
」
の
後
半
蔀
に
お
い
て
、
鐸
者
は
花
出
錠
縫
係
の
講
話
を
語
る
中
に
そ

の
常
軌
を
逸
し
た
盤
質
に
つ
疑
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
ひ
た
ぶ
る
に
い
ろ
に
は
い
た
く
も
み
え
ず
、
た
ず
御
奉
性
の
け
し
か
ら
ぬ
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
　
に
み
え
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
い
と
大
事
に
ぞ
。
さ
れ
ば
、
糠
疑
部
郷
は
、
「
冷
泉

　
　
醗
の
く
る
ひ
よ
り
は
、
菟
由
院
の
く
る
ひ
は
ず
ち
な
き
も
の
な
れ
し
と
申
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
ひ
け
れ
ば
、
入
道
殿
は
、
「
い
と
不
痩
な
る
こ
と
を
も
申
さ
る
～
か
な
」
と
お

　
　
ほ
せ
ら
れ
な
が
ら
、
い
と
い
み
じ
う
わ
ら
は
せ
結
け
む
。

　
こ
こ
に
言
う
「
術
な
し
」
と
は
、
工
夫
・
蝿
鑓
の
方
法
が
な
く
、
当
惑
す
る
さ
ま

の
意
を
あ
ら
わ
す
。
麟
舞
の
き
か
な
い
奇
矯
な
書
動
、
運
解
し
が
た
い
行
動
に
対
す

る
園
惑
の
表
聡
で
あ
る
。
単
な
る
狂
気
、
ま
た
そ
の
懸
筋
の
現
れ
で
は
遷
解
し
え
な

い
行
動
、
冷
寒
系
に
集
る
藤
原
元
方
の
怨
霊
の
仕
業
と
い
う
議
瞬
で
は
包
落
し
え
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
を
疑
え
た
書
葉
と
書
っ
て
も
よ
い
。
長
躯
騨
灘
俊
賢
の
捲
接
、

道
長
の
冷
笑
に
は
、
帝
位
の
擁
纒
化
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
藤
原
摂
麗
政
治
の
購
造
か

ら
の
は
み
饑
し
者
の
生
涯
へ
の
蔑
複
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
摂
麗
政
治
機
構
と
花
山
院
と
の
確
執
は
、
そ
の
窪
泣
時
代
に
選
る
と
い
う
。
花
山

帝
は
冬
の
賀
茂
臨
時
祭
（
十
｝
月
下
の
酉
蒙
）
が
嚢
没
ま
で
か
か
る
の
を
遷
け
る
た

め
に
早
輯
か
ら
始
め
よ
と
い
う
宣
濤
を
鐡
し
、
§
ら
装
束
を
身
に
つ
け
て
徳
機
し
て

い
た
。
し
か
し
、
有
職
敏
実
の
忠
実
な
履
鴛
を
醤
と
す
る
保
守
的
な
摂
灘
政
治
機
構

は
、
帝
の
窒
蒼
を
無
擬
す
る
。

　
ま
た
、
乗
馬
好
き
で
あ
っ
た
花
山
醗
は
、
朝
餉
の
壷
に
馬
を
瞬
き
入
れ
、
殿
上
人

の
み
な
ら
ず
馨
ら
も
乗
馬
を
望
ん
だ
が
、
輔
鑑
後
義
懐
の
鐵
翼
に
よ
り
自
ら
そ
の
欲

求
を
擁
護
し
た
。
義
懐
が
見
事
に
乗
鯵
ま
わ
し
て
塵
を
取
む
繕
っ
た
の
は
、
嘗
籐
的

な
麺
理
で
あ
る
。
蕉
由
帝
の
「
懸
習
縷
倒
を
無
撹
し
、
灘
鑛
の
思
惑
を
顧
み
な
雛
強

　
　
　
ハ
ま

烈
な
懸
盤
し
に
よ
る
藪
臣
ら
と
の
確
執
、
花
山
韓
の
破
綻
を
取
り
繕
う
義
懐
・
惟
成

ら
の
補
弼
ぶ
む
を
宮
廷
娃
会
で
は
「
内
を
と
り
の
外
め
で
た
」
と
秘
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
治
政
は
、
燕
出
の
意
欲
や
故
実
に
獲
わ
れ
な
い
進
取
の
気
、
合
理
的

愚
考
を
旛
政
に
活
か
す
方
講
で
は
な
く
、
摂
麗
政
治
に
お
け
る
擁
儘
と
し
て
あ
る
べ

き
天
皇
像
の
鋳
型
に
押
し
込
む
こ
と
を
意
秣
し
て
添
た
。

　
寛
秘
二
尊
木
舞
二
十
二
馨
夜
の
政
変
に
あ
た
参
、
義
懐
は
摂
関
政
治
の
葬
憐
な
権

力
交
代
の
力
学
に
健
っ
て
潔
く
鐵
家
し
、
宗
教
翼
で
議
念
に
達
す
る
。
仏
道
修
行
に

専
心
す
る
そ
の
§
澄
完
結
的
な
生
と
は
婦
照
的
に
、
菟
出
の
エ
ネ
ル
ギ
…
は
空
し
く

「
く
る
ひ
し
と
し
て
奔
鐵
さ
せ
る
し
か
な
い
。

　
し
か
し
、
は
た
し
て
菟
出
駝
は
八
狂
気
∀
で
あ
っ
た
の
か
。
『
栄
花
露
語
臨
に
は

荏
田
醗
の
獲
気
を
示
す
記
述
は
冤
ら
れ
な
い
。

　
ま
ず
、
拳
第
二
「
花
出
た
づ
掩
る
中
納
言
」
に
は
、
「
纏
心
経
も
い
み
じ
う
色
に

お
は
し
ま
し
て
、
い
つ
し
か
と
さ
べ
き
人
ぐ
の
擁
女
ど
も
を
け
し
き
だ
ち
の
給
は

す
獄
そ
の
好
色
な
盤
質
が
強
請
さ
れ
て
い
る
。
麗
白
頼
忠
女
誕
子
の
入
内
、
為
率
式

部
郷
女
嫡
子
の
入
内
、
権
大
納
言
朝
光
女
鰹
子
の
入
内
、
鰹
子
へ
の
寵
遇
と
姫
子
の

寵
幸
が
餓
に
衰
え
た
こ
と
、
権
大
納
言
済
時
女
難
子
の
入
内
懸
念
、
さ
ら
に
大
納
言

為
光
女
緩
子
の
入
内
、
蟹
子
の
寵
幸
な
ど
、
そ
の
「
さ
ま
あ
し
き
」
帝
の
移
り
気
と
、

そ
の
意
購
に
翻
弄
さ
れ
る
膓
堂
の
耳
冒
甥
き
が
鐵
か
れ
る
が
、
冷
泉
醗
の
「
く
る
ひ
」
と

は
異
質
で
あ
ろ
う
。

　
史
実
で
は
、
外
蟻
義
懐
と
簸
戚
関
係
に
あ
る
為
光
の
女
紙
子
が
永
観
二
年
十
黛
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

十
八
露
に
入
内
、
次
い
で
闘
隼
十
二
月
五
嚢
、
東
宮
大
夫
で
あ
っ
た
韓
光
の
女
銚
子

（
允
）
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入
内
、
購
月
十
五
§
顧
慮
女
誕
子
入
内
、
為
、
平
女
嫡
子
の
入
海
は
愛
姥
紙
子
蔓
去
の

約
五
ヶ
月
後
の
寛
秘
元
奪
十
二
月
置
9
の
こ
と
で
あ
む
、
い
ず
れ
も
政
治
的
醗
癒
に

　
ハ
　
ロ

よ
る
。
鍵
っ
て
、
『
大
鏡
』
は
花
山
醗
の
好
色
識
語
を
採
矯
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
拳
第
三
「
さ
ま
ぐ
の
よ
ろ
こ
び
し
に
は
、
葛
出
陳
の
仏
道
修
行
へ
の
驚

き
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
か
の
葎
山
続
は
、
去
年
の
冬
、
出
に
て
郷
受
戒
ぜ
さ
せ
総
て
、
そ
の
後
熊
野
に

　
　
藷
ら
せ
給
ひ
て
、
ま
だ
帰
ら
せ
給
は
ざ
ん
な
り
。
「
い
か
で
か
か
る
懸
あ
辱
き

　
　
を
し
な
ら
は
せ
給
ひ
け
ん
」
と
あ
さ
ま
し
う
あ
は
れ
に
か
た
じ
け
慧
か
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ぬ
　
ゑ

　
　
無
窓
麗
と
見
え
た
り
。
（
酪
）
続
は
い
み
じ
う
め
で
た
く
て
お
は
し
ま
す
。
冷

　
　
漿
醗
こ
そ
、
あ
さ
ま
し
う
お
は
し
ま
す
か
ひ
な
き
舞
有
様
な
れ
。

　
花
山
錠
の
熊
野
修
行
へ
の
意
外
さ
と
驚
き
か
ら
、
警
ら
苦
労
多
い
修
鴛
を
続
け
る

こ
と
に
そ
の
人
の
露
量
を
見
て
お
鯵
、
魎
の
怪
が
強
く
気
の
毒
な
状
態
に
あ
る
父
陰

嚢
貌
と
の
銑
較
に
お
い
て
、
修
行
三
妹
の
姿
に
花
山
饒
の
「
い
み
ご
う
め
で
た
」
い

様
を
強
調
す
る
。

　
さ
ら
に
、
拳
第
露
「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」
に
お
い
て
は
、
修
行
生
活
か
ら
戻
っ
た
花

山
院
が
貌
母
子
中
務
を
寵
幸
す
る
さ
ま
に
難
し
て
、
簸
室
入
選
義
懐
の
遽
懐
と
し
て

「
さ
や
う
に
麹
狸
し
き
郷
有
様
、
さ
る
事
在
し
ま
し
な
ん
と
態
ひ
し
事
壷
と
、
心
に

お
ぼ
さ
る
べ
し
。
」
と
記
す
。
「
暢
狂
し
き
縫
有
様
」
は
突
然
の
患
い
詰
め
た
鐵
家
を

指
す
の
で
あ
鯵
、
常
戦
に
外
れ
た
ほ
ど
ひ
た
む
き
に
離
家
さ
れ
た
こ
と
の
、
反
動
と
し

て
中
務
寵
遇
を
解
耕
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
か
＼
る
程
に
中
務
が
女
、
若
狭
守
す
け
た
ぜ
と
い
ひ
け
る
が
生
ま
ぜ
た
り
け
る

　
　
も
召
し
鐵
で
＼
嚢
は
せ
給
ほ
ど
に
、
親
子
な
が
ら
た
ぜ
な
ら
ず
な
り
て
、
け
し

　
　
か
ら
ぬ
事
ど
も
あ
穆
け
り
。

　
中
務
母
嬢
へ
の
寵
幸
、
瞬
時
懐
妊
と
い
う
常
軌
を
逸
し
た
好
色
へ
の
縛
し
非
難
で
は
あ

る
．
寒
雲
薦
総
連
鐘
（
離
離
）
に
よ
れ
ば
、
中
務
母
嬢
か
ら
溝
仁
癖
登
雨
霧

王
が
生
ま
れ
て
お
む
、
軽
色
議
語
の
縁
を
な
し
た
。
し
か
し
、
『
大
鏡
』
の
鐸
者
は
、

蕉
出
陳
の
常
敷
を
逸
し
た
鴛
勤
を
「
、
御
本
姓
の
け
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
み
え
さ
せ
た
ま
」

う
と
記
し
つ
つ
、
髭
総
に
伝
承
さ
れ
た
好
色
議
謡
と
は
一
線
を
癒
し
て
い
る
。

　
灘
ち
、
強
い
政
治
的
意
志
を
有
し
た
花
山
醗
が
、
謀
酪
に
よ
り
帝
盤
を
奪
わ
れ
た

の
ち
、
醗
と
し
て
一
条
帝
の
治
選
に
政
治
的
麗
与
が
篩
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
意

欲
・
憶
愚
は
奇
矯
な
言
動
、
仏
遵
修
行
、
趣
味
童
舞
な
ど
に
は
け
嚢
を
求
め
る
し
か

な
い
。
鴨
大
鏡
賑
の
作
者
縁
俊
賢
の
「
花
霞
駝
の
く
る
ひ
は
ず
ち
な
し
」
と
い
う
言

葉
に
、
「
く
る
ひ
」
で
は
麺
遜
し
え
な
い
も
の
の
存
在
を
書
き
と
め
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。

　
熊
野
参
講
と
諸
露
修
行
の
籏
、
叡
山
綴
本
中
堂
に
お
け
る
修
験
者
と
の
験
競
べ
の

逸
護
も
、
叡
山
横
縦
の
簸
室
に
住
し
て
「
い
と
た
う
と
く
を
こ
な
ひ
て
」
生
涯
を
閉

じ
た
義
懐
の
｛
示
教
心
と
は
異
質
さ
を
際
立
た
せ
る
。
穂
出
の
仏
道
修
行
は
そ
の
強
熱

な
燧
姓
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
け
黙
で
あ
参
、
熊
野
道
・
子
離
の
浜
に
お
け
る
石
の
椀

に
病
獣
し
た
体
験
も
花
由
の
強
露
な
意
志
・
気
力
と
縫
艦
の
境
涯
を
離
れ
た
生
の
実

感
を
語
っ
て
い
る
。

　
そ
の
強
熱
な
纒
牲
と
意
志
は
、
と
き
に
常
軟
を
逸
し
た
奔
放
な
鴛
動
と
も
結
び
つ

く
こ
と
に
な
る
。
冷
泉
院
の
焼
亡
見
舞
い
の
折
の
、
猛
火
の
申
で
突
然
禅
楽
を
う
た

う
父
冷
泉
院
と
、
蕪
魔
鏡
の
笠
を
被
っ
た
蕉
出
の
異
様
な
乗
馬
姿
は
、
「
く
る
ひ
」

の
様
態
と
し
て
と
も
に
灘
囲
の
冷
笑
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
冷
泉
院
の

神
楽
は
駁
麟
の
猛
火
か
ら
内
侍
勝
鐸
神
楽
の
儀
を
幻
擬
し
た
「
く
る
ひ
」
の
蕎
動
で

あ
っ
た
が
、
葛
出
の
装
束
・
行
動
は
冷
泉
綻
の
鴛
為
と
は
異
質
で
あ
る
。
魔
の
庫
性

を
験
し
鐵
す
と
い
う
黙
魔
鏡
を
な
ぜ
蕉
出
が
身
に
つ
け
て
登
場
し
た
の
か
、
そ
の
理

藤
を
闘
う
姿
勢
は
宮
麺
縫
会
に
は
見
ら
れ
な
い
。
綾
ら
は
蕉
戯
の
奔
鐡
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
奇
矯
な
行
為
の
輿
に
あ
る
も
の
に
は
離
心
を
示
す
こ
と
な
く
、
「
く
る
ひ
」

の
醗
籏
と
元
方
の
霊
の
仕
業
と
い
う
簿
心
の
仕
方
に
よ
り
事
を
鑓
遷
し
て
し
ま
う
。

空
し
く
奔
幸
す
る
し
が
な
か
っ
た
花
山
の
強
烈
な
魑
魅
と
行
動
力
は
、
賀
茂
祭
当
暮

の
院
の
健
者
ら
に
よ
る
暴
力
沙
汰
に
よ
る
験
非
違
綾
の
監
観
と
い
う
不
名
誉
事
件
や
、



29嚢2鱗2月福濫大学教蕎学部論集第73号78

申
納
書
隆
家
の
勢
力
と
の
戦
ご
と
な
ど
の
議
賑
な
生
活
と
も
な
っ
て
現
れ
る
。

　
し
か
し
、
『
大
鏡
』
の
作
者
は
『
栄
花
糎
語
』
が
筆
を
尽
く
し
て
嶽
い
た
よ
う
な

穂
出
鞍
の
常
軌
を
逸
し
た
牲
賂
と
猷
敏
な
生
活
の
み
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

花
山
駐
の
異
常
性
格
を
強
調
す
る
多
く
の
好
色
謹
話
を
採
羅
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
仏
道
修
鴛
に
つ
い
て
も
「
国
王
の
く
ら
み
を
す
て
た
ま
へ
る
慮
家
の
簿
功

徳
、
か
ぎ
参
な
き
懲
こ
と
に
こ
そ
、
お
は
し
ま
す
ら
め
」
と
賛
辞
を
呈
し
、
曉
年
の

破
天
麗
な
生
活
ぶ
鯵
を
も
「
た
ぜ
御
霧
の
け
の
し
た
て
ま
つ
り
ぬ
る
に
こ
そ
は
は
べ

め
む
し
か
」
と
弁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
簿
ア
伝
」
の
末
羅
に
歌
人
・
風
流
者
と
し
て
知
ら
れ
た
花
山
院
豫
を
強
調
す
る

構
図
も
、
作
者
の
意
馨
す
る
と
こ
ろ
を
窺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
翻
断
造
営
の
意
匠
と

車
宿
む
の
構
造
の
工
夫
、
舞
諜
経
の
た
め
の
鏡
箱
の
意
匠
、
桜
の
木
を
申
請
の
外
に

纏
え
さ
せ
、
な
で
し
こ
の
種
を
築
地
の
上
に
蒔
か
せ
た
こ
と
、
競
馬
の
催
し
の
新
の

装
束
、
車
、
誉
な
ど
の
珍
奇
な
装
簸
、
あ
て
絵
の
欝
鼓
な
着
緩
轟
と
翻
意
な
ど
に
鰐
し

て
、
作
者
は
「
お
も
し
ろ
く
お
ぼ
し
め
し
よ
り
た
る
事
ぞ
か
し
。
」
「
え
も
い
は
ず
侍

け
れ
．
」
「
、
い
と
め
で
た
か
む
し
な
り
。
」
「
人
は
感
串
き
。
」
「
い
か
に
め
で
た
く
侍
し

か
は
。
」
「
ま
た
よ
に
た
ぐ
ひ
な
く
さ
ぶ
ら
ひ
し
か
。
」
「
興
あ
り
。
」
な
ど
、
全
面
的

な
賛
嘆
の
言
葉
を
綴
っ
て
い
る
。
花
山
続
の
合
遷
的
な
考
え
方
、
美
的
な
セ
ン
ス
、

地
者
と
異
な
る
犠
の
見
方
、
毒
抜
な
発
意
、
新
た
な
美
の
麟
鐵
、
生
活
に
根
ざ
し
た

題
材
と
癒
畏
感
覚
、
そ
れ
ら
は
趣
味
人
と
し
て
生
き
た
花
山
銑
の
後
半
生
を
強
く
離

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ
レ

象
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
説
語
構
成
の
璽
に
、
作
者
が
徳
山
駝

の
奔
鐵
す
る
エ
ネ
ル
ギ
…
に
摂
縫
体
鰹
の
閉
塞
状
溌
を
変
革
す
る
電
縫
性
を
認
め
、

帝
王
の
位
を
奪
わ
れ
た
院
が
趣
練
麹
轡
界
に
お
い
て
そ
の
才
能
・
饒
主
思
・
工
夫
を
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
ワ

す
し
か
な
か
っ
た
逸
脱
者
の
現
実
を
見
据
え
て
い
た
こ
と
を
晃
遷
し
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軍
議
旗
毛
鑓
一
年
十
縫
目
⊥
ヂ
τ
且
5
篤
又
饗
』
）

〔
漉
〕

（
i
）
宮
一
簸
栄
暇
日
嚢
化
山
τ
入
白
票
患
家
の
責
六
趣
ご
（
「
畦
本
上
畜
・
更
蔚
張
九
」
六
巻
↓
一
口
反

　
昭
秘
一
二
七
年
）
、

（
2
）
縄
藻
猛
「
平
安
政
治
史
上
に
お
け
る
花
山
朝
の
評
懸
」
（
「
北
海
道
学
芸
大
学

　
紀
要
」
三
巻
一
号
、
紹
秘
、
二
五
隼
八
簿
）
。
な
お
、
島
懸
と
よ
子
「
誕
子
入

　
内
に
つ
い
て
一
菟
山
院
と
頼
忠
一
」
（
「
大
谷
女
子
大
国
文
」
一
八
号
、
曙
秘
六

　
三
無
三
月
）
も
言
及
し
て
い
る
。

（
3
）
　
『
藤
本
歴
史
大
系
普
及
版
3
・
貴
族
政
治
と
践
士
』
（
平
成
七
、
出
燐
出
版

　
社
）
第
一
章
「
延
喜
・
天
暦
時
代
」
（
圭
霞
直
鎮
）
。

（
4
）
藻
立
道
久
著
『
平
安
王
鰯
』
（
岩
稜
新
書
、
平
成
八
）
一
〇
七
頁
。

（
5
）
勝
禽
壽
一
義
大
鏡
臨
道
長
伝
一
道
長
購
気
識
語
の
意
義
一
」
（
「
言
文
」
懸

　
九
号
、
平
成
一
四
隼
三
月
）
。

（
6
）
倉
本
一
宏
著
『
摂
関
政
治
と
王
朝
貴
族
』
（
平
成
π
一
年
、
蓋
纏
弘
文
館
）

　
二
一
頁
。

（
7
）
今
井
源
衛
著
『
掩
山
続
の
生
獲
』
（
曜
秘
攣
二
年
、
桜
騒
擾
）
第
三
章
「
懸

　
猿
時
代
」
参
照
。

（
8
）
麩
本
古
典
文
学
大
系
『
栄
花
秘
語
・
上
』
所
収
。

（
§
）
大
疑
本
史
料
に
鍵
る
。

（
臆
）
新
纏
馨
本
吉
輿
文
学
全
集
『
大
鏡
』
（
機
健
二
・
灘
藤
静
子
校
注
、
平
成
八

　
年
・
、
小
愚
子
払
臨
）
　
藝
上
ハ
頁
頭
注
。

（
鍍
）
勝
倉
壽
一
ミ
大
鏡
臨
基
経
伝
の
問
題
一
光
孝
帝
関
係
説
話
を
め
ぐ
っ
て
一
」

　
（
「
文
芸
馨
究
」
一
翼
五
薬
、
平
成
十
年
三
月
）
。

（
鴛
）
勝
倉
壽
一
q
大
鏡
』
に
お
け
る
朱
雀
院
の
越
遇
」
（
「
福
島
大
学
教
育
学
部

　
論
集
」
七
二
号
、
平
成
一
四
隼
六
月
）
。

（
捻
）
糠
藤
静
子
『
，
『
大
鏡
』
花
山
帝
紀
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
権
摸
閣
文
」
　
｝
五
号
、

　
昭
秘
忘
八
一
畳
ヰ
コ
祥
月
）
。

（

）



（
三
）

7？勝食毒一一1大鏡にお捗る花撰霧誘暑の｛宣撫

（
纏
）
緯
］
詣
一
修
｝
著
『
嚢
・
水
陰
騒
　
道
｛
丈
総
譜
㎜
』
（
昭
織
”
五
六
隼
、
叢
叢
豊
房
）
　
＝
曇
二
・

　
　
；
西
叢
α

（
鰺
）
樗
出
修
一
「
嚢
水
陰
緩
道
と
安
接
晴
瞬
」
（
「
羅
文
学
解
毅
と
鑑
賞
」
六
七
拳

　
六
・
万
、
“
宰
成
一
醤
年
六
月
）
。

（
鯵
）
山
下
克
瞬
著
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
醗
道
臨
（
平
成
八
年
、
巻
醸
書

　
駝
）
第
一
部
第
三
章
「
陰
鶴
家
賀
茂
・
安
綾
織
氏
の
成
立
と
展
鵜
」
に
礎
る
。

（
貿
）
　
冊
大
鏡
』
に
お
け
る
安
堵
晴
明
の
重
要
な
役
割
と
し
て
、
当
時
め
秘
密
警
察

　
的
な
機
能
を
認
め
る
見
解
は
、
吉
永
登
「
大
津
自
署
ナ
と
そ
の
政
治
的
背
景
」

　
（
「
饗
本
文
学
」
五
拳
一
号
、
昭
毬
三
軍
一
月
）
、
今
発
源
籍
氏
（
7
）
の
著

　
講
参
熊
。

（
総
）
今
菩
源
籍
氏
（
7
）
の
著
書
、
五
露
蚕
。

（
欝
）
韓
光
女
は
『
栄
花
鞠
訊
』
『
尊
卑
分
賑
』
は
「
姫
子
」
、
『
馨
本
紀
酪
』
は

　
「
銚
子
し
と
記
し
て
い
る
。

（
2
§
）
島
霞
と
よ
子
（
2
）
論
文
。
中
韓
康
夫
讐
花
山
騎
患
家
事
件
と
為
平
親
王
の

　
野
心
一
栄
蕉
轡
藷
と
大
鏡
と
の
髭
較
か
ら
一
」
（
『
講
痙
単
安
文
学
譲
蜘
塁
七
輯
、

　
平
成
二
隼
）
。

（
盤
）
得
羽
建
三
「
大
鏡
に
お
け
る
菟
由
鶴
談
議
の
性
酷
し
（
「
平
安
文
学
麟
究
」
五

　
〇
号
、
昭
秘
羅
八
隼
七
月
）
。

（
隠
）
辻
秘
良
「
徳
山
競
の
姿
一
大
鏡
の
八
カ
タ
ル
∀
方
法
」
（
「
名
古
渥
女
子
大
学

　
紀
要
」
三
六
号
、
平
成
、
一
葎
三
月
）
は
花
山
の
治
轡
に
律
令
天
皇
麟
の
再
建
を

　
認
め
、
「
花
山
は
摂
麗
政
治
史
に
浮
ぶ
律
令
天
皇
麟
の
瓢
島
で
あ
る
」
と
説
く
。

　
　
一
方
、
小
峯
秘
瞬
「
大
鏡
の
構
造
一
〈
醗
政
の
陰
鬱
V
と
し
て
の
花
霞
號
一
」

　
（
「
蟹
文
学
解
毅
と
鑑
賞
」
五
六
巻
一
〇
号
、
平
遺
二
尊
一
〇
月
）
は
「
花
霞
鶴

　
の
濤
像
縁
醗
政
鱗
の
錠
の
登
場
を
予
言
す
る
麟
を
も
っ
て
に
い
る
と
擬
え
、

　
識
化
出
陳
の
風
貌
は
摂
雛
難
と
い
う
時
代
で
は
お
さ
ま
り
き
れ
な
い
侮
か
を
も
つ

　
て
」
お
り
、
「
時
代
緊
塞
の
あ
り
よ
う
を
典
璽
的
に
示
し
て
い
る
」
と
議
い
て
い
る
。
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